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＜考察＞

　今回、青森県老人保健研究会に参加させていただき、他施設の抱える様々なケースに対する事例発表を聞き、また、南山苑で行っている取り組みを発表し、第三者からの意見を頂くことで、今一度自分たちの行っている介護を見直す良い機会になったと思います。

　現在、どの施設においてもなんらかの問題を抱えています。その問題は、食事・排泄・入浴といった三大介護や、レク・リハビリなど直接現場で利用者様に関わることから、家族との関わり方、周辺地域へのアプローチの仕方などの、利用者様を取り巻く環境での問題など、実に多種多様です。どの事例においても、解決までの道のりは容易ではなく、施設ごとに様々な取り組みを行っている事を今回の事例発表で感じ、学びました。その取り組みや内容、解決の仕方はそれこそ事例の数だけありましたが、いずれの事例にも言えることは、結果の一つ一つが小さな積み重ねから出来ており、あくまでも利用者様を中心として捉えていく事が重要ではないかと考えます。一つ一つの取り組みを長期に亘って実施、検討し、どの介護が一番その人に適切であるか。ご家族様、地域の方々にどうアプローチしたら理解を得られるか。その答えは、私達が自分の手で模索し、検討していくことで得られるものであると思います。

　特別講演では、最近実施された介護報酬改定についてと、療養病床の今後についての今重要視されている問題についてお話を頂きました。今後、高齢者は増える一方であると予想され、療養が必要とされる方もそれに比例して増えてきます。しかし、現状では施設、及び在宅において十分なリハビリが行われていないという実状があがってきています。南山苑でもリハビリに対して様々な取り組みを行っていますが、今後も更なる知識・技術を身につけ、より効果的なリハビリを実施できるよう努めていきたいと考えます。

　

＜研修要旨＞

1． 訪問入浴サービスにおけるターミナルケアの経験からの振り返り

三沢入浴サービスステーション

　「寝たきりになってもお風呂に入りたい」という声で始めた入浴サービスであったが、近年では制度改正により利用者様の背景も大きく変化してきており、癌の末期で在宅療養される方、２４時間点滴での生活を受けている方など、医療依存度の高い方の中から、終末期の方々の入浴の実際を振り返った事例でした。

　どの施設においても当たり前のように行っているサービスですが、中には入浴したくても出来ないという利用者様も数多く存在します。その方達に病状への配慮をした上で、どうしたら満足のいく入浴を提供出来るかを職員が一丸となって検討・実施し、利用者様からは「死ぬ前に風呂に入れてよかった」「やっぱり風呂が一番だ」などの声が聞かれたとの事。ただ一回の入浴でも心待ちにしている方も多く、私達はその入浴の時間をよりよく過ごして頂けるよう日々学び、改善していかなければいけないのだと実感させられました。

2． 音楽が持つ不思議な力　－２つの音楽療法を実施して－

介護老人保健施設　青照苑

　９ヶ月に亘り集団的音楽療法とモーツァルト音楽療法の２つを実施し、その結果をデータとして測定した事例。音楽が持つ周波が体のあらゆる器官に影響をもたらし、若干ではあるが糖尿病の改善や高血圧症の改善が見られたという結果が得られている。

現在学習療法、音楽療法など様々な取り組みがなされているが、実際に根拠に基づいた療法を取り組む事が出来れば、同じ音楽療法をするにしても、今以上の効果が得られてくる事と思います。利用者様の生活の一部として、今後音楽療法というものをより本格的に実施していきたいと思います。

































































































